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　「エントリーが少ない」「応募が少ない」「内定辞退が
多い」など，人材採用の課題は尽きず，特に地方・中小
企業では深刻の度が増している。少子化による売り手市
場やBtoBゆえの知名度の低さを恨み，「有名大手企業に
は勝てない」「どうしようもない」ともはや諦め半分の
採用担当者もいらっしゃるかもしれない。しかし，まだ
見直しの余地はあり，実際，採用も定着も成功させてい
る例がある。格別奇策を打ち出すわけでもなく進め方の
ステップそのものはノーマルながら，「自社にとっての
最高の人材」にこだわる採用戦略の再構築がポイントと
なる。苦戦する地方・中小に特化し，限られた資源（ヒ
ト・モノ・カネ・情報）で結果を出す方法をアドバイス
している本稿の著者は，これを「採用ニッチ戦略」と名
付けている。ベースとなるのは，M．ポーター教授が提
唱した“競争優位のフレームワーク”を用いた特定セグメ
ントと特異性の掛け合わせによる勝ち方だ。今回は，こ
の考え方の解説とともに，実例も紹介しながら具体的な
打ち手を誌面に公開していただいた。基本的な戦略の立
て方はもとより，候補者集団の形成，ペルソナ情報の整
理，会社の魅力や職場実態の伝え方，内定者の入社動機
の高め方など実務も一通りトレースできる内容だ。業種
を問わずヒントを得ておきたい。 （編集部）

M. ポーターのフレームワークで「競争優位」の採用を
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